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研究結果の概要 
本プログラムは、学生が大学生活の早い段階から将来のキャリア形成について意識を高め、主

体的に進路選択に取り組める環境を整備することを目的としています。具体的には、学生が日常

的に利用する学内動線にデジタルサイネージを導入し、視覚的なアプローチを通じて就職活動や

インターンシップに関する有益な情報をタイムリーに発信するものです。 
今年度は、学生や外来者の往来が多い研究棟 4 階の「電気電子工学実験室」付近に、天井吊り

下げ型のデジタルサイネージを設置しました。平日の 9 時から 18 時を基本稼働時間とし、富山県

内企業の就職状況や、最新のインターンシップ案内などのキャリア関連コンテンツを順次配信し

ました。その結果、実験開始前の待ち時間等に足を止めてコンテンツを熱心に視聴する学生の姿

が多く見受けられ、新たな情報発信ツールとしての有効性が確認されました。学生に対して実施

したアンケート調査においても、過半数の学生が「立ち止まって眺めた」「歩きながら何度か目に

した」と回答しており、情報発信媒体としての認知は着実に進んでいると言えます。 
一方で、機器の設置に関する関係各所との調整に予想以上の時間を要し、本格的な稼働開始が

当初の計画より大幅に遅れたことは今後の反省点です。結果として、今年度の情報発信期間が短

縮され、全体の波及効果としては当初の想定を下回ることとな

りました。しかし、運用期間中に実施したアンケートにより、

学生が求めるコンテンツや現在の運用に関する具体的な課題

を把握できたことは、次年度に向けた大きな収穫となりまし

た。配信内容に関して、学生からのニーズが特に強かった「県

内優良企業やエンジニアの紹介」「インタ

ーンシップ情報の拡充」に加え、「スキル

アップ・資格取得情報」について、今後重

点的に強化していきます。学生の生の声

を反映した魅力的なコンテンツ作りを進

め、より実りある学生生活と進路選択を

強力にサポートしていきます。 

今後の展開 
次年度は、原則として平日は毎日稼働させる体制を維持し、十分な情報発信期間を確保します。

あわせて、学生から要望の多かったコンテンツの充実に取り組んでいきます。また、本サイネー

ジを就職・キャリア支援の枠に留めず、学内イベントの告知や日々の取り組みを発信するなど、

学科の魅力を多角的に紹介する情報プラットフォームとしても活用していく予定です。これによ

り、学生の早期キャリア意識の醸成と、学科全体の活性化を推進していきます。 
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